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This report describes a survey of students’ utilization of learning analytics system in junior high 

schools in Kyoto. In April, 2019, we introduced tablet computers for all the students and a learning 

management system (Moodle), an e-book reader (BookRoll) and LA-View that were developed by our 

laboratory. This report shows the results of a questionnaire regarding the use of tablet PC and 

systems by students, which was conducted one and a half years after the introduction of the systems. 
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1. はじめに 

「公正に個別最適化された学び」をキーワードに現

在初等・中等教育学校において１人１台端末の導入が

進められている（文部科学省, 2020）．国内の中等教育

段階における一人一台端末の導入に関しては，小林

（2019），山口（2020）などでその効果が報告されて

いるものの，実際の教育現場で端末がどのように運用

されているのか定量的に報告を行った事例は少ない． 

京都大学緒方研究室では科研費・基盤研究(S)および

内閣府戦略的イノベーション想像プログラム（SIP プ

ログラム）の一環として，京都市内の中高一貫校（以

下，調査対象校）と連携して，2019 年 4 月から主に中

学校を対象としてタブレットの一人一台端末の導入と

ラーニングアナリティクス等の教育データの活用に関

する検証をつづけてきた．タブレット端末としては 

Microsoft Surface Go を配布し，さらに学習支援アプ

リケーションとして学習管理システム Moodle と電子

教材閲覧システム BookRoll および，学習分析ダッシ

ュボード LAView を提供してきた．本報告では調査対

象校における一人一台端末の活用状況を説明するとと

もに，2020 年の 8 月に行った中学生全学年に対する

タブレット端末の利用に関するアンケートの集計結果

を報告する． 

2. 調査対象校でのタブレット端末活用状況 

2.1 LMS の利用状況 

調査対象校では LMS として Moodle を導入し，各

教科をコースとして登録し，教材の配布や課題の収集
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を行っている．コースはクラス単位で分かれており，

クラス毎のアナウンスメントなどを行う際に便利であ

る．生徒の家庭学習を支援する目的で，LMS は各家庭

の PC・スマートフォンからもアクセス可能な設定に

している． 

 

図 1 調査対象校における Moodle のコース画面 

2.2 電子教材配信システムの活用状況 

京都大学緒方研究室では電子教材閲覧システム

BookRoll (Ogata et al., 2015) を開発しており，調査

対象校にも導入している．BookRoll は Moodle の拡張

アプリケーションという位置づけであり，LTI 認証に

よって生徒は Moodle からアカウント情報を引き継い

だ形で利用可能である．BookRoll にはあらかじめ教科

書や問題集などがアップロードされており，生徒は

BookRoll の機能を使って，教材の上に直接マーカーを

引いたりやメモなどとることができる．また BookRoll

にはクイズのレコメンド機能や辞書機能なども備わっ

ており，生徒は教材に埋め込まれたクイズやアンケー

トに回答したり，英文中の分からない単語などをその

場で調べることができる． 

 

図２BookRoll による教材の配信 

2.3 学習分析ダッシュボードの活用状況 

緒方研究室では BookRoll 上で蓄積された学習ログ

を分析するアプリケーションとして LAView を開発し

ている．確認できる項目としては，生徒の教材閲覧時

間，教材閲覧達成率，操作回数，マーカー，メモの数

とその内容などがある．またここで明らかになった学

習上のデータをもとに，教員は生徒に Moodle 上で個

別にメッセージを送ることもできる． 

 

図３分析ツールによる学習履歴の確認 

（フィードバックパネル） 

3. 1 人 1 台端末の利用に関する生徒意識 

3.1 アンケートの実施と結果 

1人 1台端末導入後の生徒意識を調査するため,中学

1 年から 3 年の生徒 360 名を対象に質問紙調査を行っ

た．調査は Google Form を利用して記名式（学籍番号

のみ）で実施した．質問紙は全部で 28 問で１）回答者

の属性に関する質問，２）タブレット端末の利用に関

する質問，３）Moodle の利用に関する質問，４）

BookRoll の利用に関する質問，の大きく以下の 3 つの

項目で構成された．今回は２～４の項目全 25 問に関

する回答の集計結果を掲載する． 

アンケート調査の結果 337 名（回答率 93.6 %）の生

徒から回答を得た．アンケート調査の結果を図４，図

５に示す．図４は質問カテゴリ１），２），図５は質問

カテゴリ３）にそれぞれ対応している．各質問文下の

値（％）は，当該選択肢を選んだ生徒の率である． 

図４「8．タブレットと紙のどちらを用いた学習が好

きか？」という質問に対しては「紙の教科書や資料」

を好む生徒が 40.1％，「タブレット上の教科書や資料」

を好む生徒が 29.4％と紙派のほうが 10.7 ％多い結果

となった．ただし設問「9．タブレットを使って学習す

ることは楽しいですか？」「10．タブレットを使って学

習することは簡単ですか？」については，それぞれ「楽

しくない」「難しい」と答えた生徒の割合は 6.3%，

12.5%にとどまっており，生徒はタブレットの操作に

関して困難さを感じているわけではないことがわかる． 
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LMS の利用については，設問 12 より，約 9 割の生

徒がほとんど毎日 Moodle にアクセスしていることが

明らかになっており，「13．Moodle は自身の学習にと

って便利ですか？」に対して約 74％の生徒が「便利」

と回答していることから，一定の学習効果をあげてい

ると思われる．また一「14．Moodle の操作は簡単です

か？」に対して「難しい」と回答した生徒の割合は 4.5％

にとどまることから，大半の生徒たちは Moodle の使

用に問題なく適応しているようである． 

 

 

図４ アンケート結果（タブレット・Moodle の利用について） 

また図５「BookRoll についてのアンケート結果」を

見ていくと，設問 17「BookRoll の利用頻度を教えて

ください」より， Moodleよりは頻度が落ちるものの，

約 6 割の生徒がほぼ毎日利用していることがわかる．

また，操作感に関しても設問 18「BookRoll を使うの

は簡単ですか」に対して「難しい」と回答した生徒は

4.8 % であることから，大半の生徒は問題なく使いこ

なしていると考えられる．ただし，設問 21「教科書（問

題集）を BookRoll を使って閲覧することは便利です

か？」，設問 22「宿題を BookRoll を使ってすることは

便利ですか？」という質問に対しては一定数（それぞ

れ 11.0％，16.0％）の生徒が「便利でない」と回答し

ており，紙の教材と比較して便利かと問われるとそう

でないと感じる生徒が少数ではあるがいるようであり、

今後の UI などの改善が必要と思われる．一方で，設

問 27「Moodle/BookRoll を継続して利用したいです

か？」という質問については 76.3％の生徒から肯定的

な回答を得た． 

また本質問紙には Moodle／BookRoll の利点・欠点

について生徒に自由記述回答を求めた項目があった．

設問文としては設問 15，16「Moodle を使ってみて良

い／良くないと感じたところ」，設問 23，24「BookRoll
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を使ってみて良い／良くないと感じたこと」が対応す

る．表１にその回答のうち代表的な反応を抜粋して示

した． 

 

図５ アンケート結果（BookRoll の利用について） 

表 1  Moodle/BookRoll の利点と欠点 

項目 Moodle BookRoll 

利点 【荷物の軽減】かさばらない／教科書

を持ってこなくていい 

【情報共有】生徒同士のやりとり／先

生とのやりとり／意見交換 

【パソコンスキル向上】苦手なパソコ

ンに慣れ，使えるようになった 

【多機能】何でも BookRoll ででき

る／様々な教科書をタブレット一

つで見れる／メモが取れる 

【多読】英語の本（絵本）が読める 

【時間・場所を問わず学習が可能】

家でも簡単に多読や問題ができる

／何度も解ける  

欠点 【健康面】目が悪くなる／痛くなる／

疲れる 

【紙の方が便利】充電／ネット環境が

ないと使えない／メモがしづらい 

【不具合が起きやすい】ときどきバグ

る／うまく繋がらない／誤作動が多い 

【データが重い】ページに飛ぶのが重い

と大変／鈍い 

【不具合が多い】触っただけでページが

不意に飛ぶ／次のページに行こうとす

ると固まる 

【リマインド】チェックを忘れやすい 
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また設問 28 では Moodle/BookRoll の継続を希望す

る／しない理由を尋ねた．継続を希望する理由として

「便利だから」「かさばらない」「使っていて面白い」

といった意見がみられたほか，継続を希望しない理由

としては「アナログのほうが思った通りに動く」「いち

いちタブレットを起動するのがめんどくさい」といっ

た意見がみられた．また「どちらでもない」と回答し

た生徒の中には「紙とタブレット，それぞれにメリッ

ト・デメリットがあり優劣をつけられない」「タブレッ

トを使う授業と使わない授業があり，タブレット使用

による学習環境の向上が実感しにくい」という意見も

みられた． 

3.2 アンケート結果についての考察 

調査結果から，調査対象校におけるタブレット端末

に対する生徒の意識の一端が伺える．タブレット端末

の学習利用全体としてみるとタブレット端末での学習

よりも紙を使った学習のほうが選好されているという

結果が得られたが，LMS や電子教材閲覧システムとい

う単位で見るとその利点が認識され，継続利用を希望

する生徒が多数派であった． 

また、自由記述の回答から「タブレットを使う授業

と使わない授業があることで学習効果を実感しにくい」

という意見もあり，どちらかに統一することで生徒の

利便性の向上が図れる可能性も示されており，今後タ

ブレット端末をどのように全体的に活用していくかは

大きな課題である．また、そのために継続的にソフト

ウェアの改善していくことも必要である。 

ただし本調査の結果から一つ確実に分かったことは

タブレット端末の利用に関して困難さを感じている生

徒はごく少数であるということである．現在教員の

ICT 活用スキルが課題となる中で（国立教育政策研究

所, 2020），学習者側の ICT 機器への適応能力は非常

に高い傾向がある可能性が示された．このことは，教

える側に ICT 機器の使用スキルに関する不安があっ

ても，生徒側としては難なく適応してしまう可能性が

高いことを示している． 

また，今回生徒向けのアンケートのほかに教員向け

のアンケートも行った．今後は教員用アンケートに関

する分析も行い，教員から見た 1 人 1 台端末の効果に

ついても明らかにしていきたい． 

4. まとめ 

本事例ではおおむねタブレット端末の授業利用は生

徒から好評で，これからも LMS／BookRoll の利用も

含めて継続的に活用していきたいとの意見を得た．タ

ブレット端末の配布を機に生徒と教員のコミュニケー

ションの機会も増え，教科書を持ち運ばなくてよくな

ったという点で学生の負担軽減も確認されている．今

後は主に学習ログの活用に関した，タブレット端末の

効果的な活用法を提案・実践し，データの活用による

エビデンスに基づく教育の実現を目指したい． 
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